
兵庫県⾼砂市における森林環境譲与税の活⽤について

■活⽤状況（全体像）
令和元年度～ 令和６年度末

令和５年度 時点の活用率

活用額
（円）

23,128,448 10,385,736 33,514,184

譲与額
（円）

37,350,000 10,385,000 47,735,000

■令和６年度の具体的な活⽤状況

うち
森林環境譲与税

森林整備 私有林整備 3,182,236 3,182,236

人材育成 担い手確保 0 0
木造公共建築
物の整備等

1,870,000 1,870,000

森林公園の整
備等

2,755,500 2,755,500

2,578,000 2,578,000
10,385,736 10,385,736

■今後の実施計画

区分 令和６年度 計

70%

合計

区分 事業区分

基⾦積⽴

木材利⽤

未執行額の活用方針

他市町と連携した森林整備及び市内公共建築物等への木材利用等

事業内容

危険木（直径20cm以上で樹⾼5m以上の⽴木で、倒木により住宅に被害を与える恐れのある⽴木）の伐採、撤去及び処分を⾏
う。地域で⾏う森林の公益的機能の⽔準の維持・向上を図るための森林施業（植栽、下草刈り、除伐、間伐、伐採等）

兵庫県産木材0.457㎥を活⽤し、バス停のベンチの木質化を実施した。

兵庫県産木材3.099㎥を活⽤し、公園墓地の柵の整備と公園のベンチの木質化を実施した。

⾼砂市森林環境譲与税積⽴基⾦

自治体間連携として兵庫県多可町と締結する森林整備協定「たかさごの森づくり活動「たかたか連携」」に基づく森林整備及び環境学習の実施

対象区域0.5haを令和７年度に植樹により「たかさごの森」の整備を実施し、令和８年度から毎年度「たかさごの森」での森林整備及び森林環境学習を実施する。

多可町

フィールドの提供

協定締結

森林整備の実施

⾼砂市


